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1. はじめに 

本研究では，ユーザの周辺情報や行動目的など

のコンテクストを用いて，適切な相手を選ぶコミ

ュニケーションを支援するシステムを作成した． 
本システムでは，位置的に近くにいるユーザ同

士が実際に出会うために，携帯端末を用いて位置

情報を通知した際に，近くにいて対面することが

可能な人を提示する．これにより，ユーザ同士が

互いに近くを通りがかったが，お互いがどこにい

るかを知らないために，出会うことができないと

いう場面を回避することが可能になる． 
このようなコミュニケーションを支援するた

めに，実世界での行動を適切にモデリングするこ

とが必要である．我々の日常の行動は，目的にお

いても行動パターンにおいても多種多様であり，

適切な情報を推薦するためには，日常行動におけ

るコンテクストを得る必要がある．さらに，実世

界での行動に適したインタフェースを作成する必

要がある．実世界での行動のコンテクストを得る

ために，システムを日常的に利用しなければなら

ない．そのため，ユーザからの入力を最小限にす

る必要がある．また，日常行動の中では情報端末

の操作が限られる．そこで，このような状況の下

でコミュニケーションを支援するシステムの開発

を行った．まず，実世界での行動のモデリングに

ついて述べる． 
2. 実世界の行動におけるコンテクスト  

実世界での行動におけるコンテクストとして，

いつ，どこで，だれと，何を，どうしたといった

情報が考えられる．これらの情報を携帯端末など

から，最小限の入力で行う必要がある一方，これ

らの情報をユーザがどのように認知しているかと

いう，主観がコンテクストとして必要である． 
近年，携帯端末から位置情報を利用したシステ
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ムの研究が多数行われている[1]．これらのシステ

ムでは，ユーザが携帯端末から位置情報を記録す

ることが可能である．しかし，ここでいう位置情

報は緯度経度といった物理的な情報である．我々

は，これらの物理的な位置情報に個人の認知を与

えるために，取得した位置情報にタグ付けするシ

ステムを提案している[2]．これは，取得した緯度

経度に，特定の範囲を決めて名前をつけることで，

個人がその場所をどのように捉えているかを可視

化する．同じ場所を同じ名で呼ぶ人を結びつける

ことで，共通点がある人のコミュニケーションを

支援する．このシステムを用いることで，緯度経

度という物理的な位置情報に，個人の認知を加え

ることができ，より適切にユーザのいる場所とい

うコンテクストを得ることができる． 
さらに，ユーザの行動には，必ず何らかの目的

や意図が存在する．本システムでは，個人のスケ

ジュールを利用することで，個人の行動の目的や

意図を得る．スケジュールには，ユーザが，いつ，

どのような行動を起こすのかといった具体的な情

報が記述されているため，行動に関する個人の認

知とみなすことができる．また，行動や場所だけ

でなく，その情報を持っている人間が，自分にと

ってどういった関係であるかという，人間関係の

記述は，近年 SNS として多く存在している． 
本システムでは，これらのコンテクストを取得

し，適切な相手と出会うためのコミュニケーショ

ンを支援する．以下の章で，その実装について述

べる． 
3. 実装システム 

実装システムの構成概念図を図 1 に示す．提案

システムは，ユーザのコンテクストの取得部，コ

ンテクストに基づく周辺ユーザ抽出部，ユーザへ

の提示部からなる． 
3.1. コンテクストの取得部 
位置情報は，GPS 機能の付いた携帯端末を用い

て取得する．また，取得した位置情報に，ユーザ

がその場所をどのように認知しているかを，タグ

の形式で記述する[2]． 



 
図 1 構成概念図 

さらに，行動履歴に基づく Weblog である

ActionLog[3]としても蓄積されていく．ユーザ同

士の人間関係は，知り合いのユーザを検索，また

は，既存の SNS の ID を入力することで，登録す

ることができる．個人のスケジュールは，ユーザ

が既存のスケジューラを利用して Web 上に公開

している iCal データを取得する．iCal データに

は，予定の名称，日付と時間，さらに場所といっ

た情報が記述されている[4]． 
3.2. 提示するユーザの抽出部 

取得したコンテクストに基づいて，出会いに適

切なユーザを抽出する．プロセスは以下の 4 つを

軸に行われる． 
位置情報 緯度経度を基に，ユーザを検索 
人間関係 知り合いのみを抽出 
場所の認知 関連付けられたタグの一致 
スケジュール 行動の種類で分類 

3.3. 情報提示部 
図 2 に示す情報提示部の左の画面は，ユーザの

位置に基づき抽出された候補のユーザを提示する．

また，右の画面では取得した位置情報に名前を付

けることができ，タグ付けをすることでさらに候

補を絞ることができる． 
位置情報へのタグ付けは，上松ら[2]の手法で行

う．このシステムでは位置情報にランドマークと

いうタグを付けることで，位置への名前付けと範

囲の指定を行っている．ユーザは GPS 付き携帯

端末から取得した地点に対し，画面に提示された

タグを選択，もしくは新規に入力することで行う． 
出会い支援のために，候補となったユーザには，

システムにアクセスしたユーザが近くに来たこと

をメールで通知する．これにより，後から来た人

は画面，先にいた人はメールで，知り合いが近く

にいることを知ることができる． 

 

図 2 情報提示部 

4. まとめ 
本研究では，位置情報や友人関係，スケジュー

ルなど，ユーザのコンテクストを利用して，ユー

ザ同士が実際に出会うことを支援するシステムを

提案した．本システムを用いることで，ユーザの

コンテクストを ActionLog として記録しながら，

出会いを支援することが可能になった．コンテク

ストは，位置情報と位置情報に関連付けされたタ

グ，また，既存の SNS や，既存のスケジューラ

から取得するため，ユーザにデータの入力などの

煩雑な作業を行わせる必要がない．さらに，蓄積

された ActionLog を基に，ユーザは自身の行動の

振り返りを行うことができる．ActionLog を閲覧

する際，コンテクストに基づいて他のユーザの

ActionLog が提示されるため，リアルタイムでは

ない，事後のコミュニケーションを支援すること

も可能である．また，ユーザ間でスケジュールを

公開しあうことで，未来の出会い，コミュニケー

ションを支援することも可能になる． 
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